
吉川市  男女共同参画啓発紙  

多様な働き方 
～すべての男女

ひ と

が自分らしく生きることのできるまちをめざして～ 

 

 

 

 

 

 

 

 男女共同参画は、全ての人に、そして、仕事、家庭、地域生活などのあらゆる場面に関わっています。 

 吉川市男女共同参画啓発紙では、すべての男女
ひ と

が自分らしく生きることのできるまちをめざし、  

様々なテーマを取り上げて情報発信していきます。今回のテーマは「多様な働き方」です。 

 

 
 

 女性が、職業生活で希望に応じて十分に能力を発揮し活躍できる環境を整備するため、「女性活躍推進法」が

平成28年4月1日から施行されました。これを受けて、中原恵人市長が女性の起業等を支援する市内のNPO法人

「To Going Concern for Women」代表理事 吉川真由さんと会員 金澤美智子さんのお二人に、女性活躍等に

ついてお話をお伺いしました。  

  

大好評！ 女性起業家フェスタ        

市長：昨年12月に開催したクリスマスフェスタ

（表紙写真）は、子育てママたちの癒しの空間

といった感じで、大変好評でしたね。  

To Going Concern for Women（以下GCW）：  

女性起業家によるネイルやベビーマッサージ､整

体等をワンコイン程度で体験できるとあって､た

くさんの方にお越し頂きました。 

 次回のフェスタは平成29年７月６日に、おあ

しすホールで開催する予定です。起業相談ブー

スやキッズスペースもありますので、お気軽に

お越し頂きたいです！ 

女性活躍を支援するＮＰＯ法人ＧＣＷ 

市長：フェスタ開催のほかにGCWは、どういっ

た活動をされているのですか。 

GCW：女性起業家の交流会や勉強会を行ってい

ます。勉強会は一般的な「起業塾」ではなく、

例えば宣伝広告用のブログの立上げ方法などと

いった、より実践的な内容で実施しています。  

市長：お二人も起業家でいらっしゃいますよね。 

 特集｜   女性の活躍を支援するNPO法人×市長  対談  
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ず、吉川市全体の市民力の向上につながると大

変期待しています。 

多様性を認め合い、一歩ずつ、前へ  

市長：どのような方から起業相談がありますか。 

GCW：美容や物作りなどの技術をお持ちで、お

子さんがいらっしゃる方が多いですね。お子さ

んが学校にいる間だけ働きたい、お子さんがい

る自宅で仕事をしたい、といったお話をよく伺

います。 

市長：人によって希望する働き方は様々です。

男女問わず育児や介護等の担い手となりうる

中、多様な働き方が望まれています。 

 こうした多様な働き方を受け止めてくれる企

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

市内の「多様な働き方実践企業」を紹介します 
  

埼玉県では、仕事と子育て等の両立を支援するため、短時間勤務やフレックスタイムなど、複数

の働き方を実践している企業等を「多様な働き方実践企業」として認定しています。 

市内でも、病院や介護関係の業種を中心に、吉川市役所を含め19社・団体が認定されています(平

成29年２月１日現在)。 

市では、働きやすい職場環境づくりの秘訣をお聞きするため、認定企業を訪問させ 

ていただきました。男女の比率や年齢構成など、業種によりさまざまでしたが、各 

社とも、仕事と家庭を両立しながら働けるよう、管理職の方や社員同士などで配慮を 

されていました。 

市では、平成31年度までに市内企業が32社認定されることを目標としています！ 

 

※ 今回、啓発紙の発行にあたり、協賛金をいただいた認定企業については、企業紹介文を掲載しています。  
 

吉川中央総合病院 

 ★仕事と家庭・育児を  

両立したい方へ★   

 看護師には、病院から歩いてすぐの

場所に24時間対応の保育室を完備し

ています。保育室から幼稚園に通園し

ている子もたくさんいます。女性が多

く活躍している職場です！（車通勤

可） 

学校法人 ワタナベ学園 

★子育てを支援します★  

地域社会とともにあゆむ幼児教育 

越谷保育専門学校附属  

吉川幼稚園  

吉川市保780-13 ☎(981)-0612 

プロの介護福祉士を目指す 

吉川福祉専門学校  

吉川市保1-23-14 ☎(984)-4701 

吉川平成園 

★私達特養で働いています！★  

 

時短・育児休業中の職員に 
 お集まりいただきました。 

吉川平成園は、子育て支援に  

積極的な施設です！  

 ツクイ・サンシャイン吉川 

 ★さまざまな働き方で  

家庭とも両立★    

 子育てしながら、家族介護を見据え

て…と、さまざまな方が働いていま

す。年代層も20代から60代までと幅

広く、勤務時間も短時間勤務などさま

ざま。介護の資格がなくてもできる仕

事もあります。 

ツクイ吉川美南 

★デイサービス、在宅介護  

キャリアアップも目指せます★  

 女性がとても多く、管理職にも女性

が。女性も男性も同様の仕事で、みな

活躍しています。資格取得支援制度を

利用してキャリアアップも目指せま

す。福利厚生も充実し、長く働きたい

と思える環境です。 

～その他の認定企業～ 

★ イリーゼよしかわ 

★ ケアパートナー吉川 

★ 地域ケアよしかわ 

★ ニチイケアセンター吉川 

★ 株式会社丸和運輸機関 

★ 吉川つばさ保育園 

★ 吉川市商工会 

★ 吉川市社会福祉協議会 
★ 吉川市役所  

 平成24年度から平成33年度までの10年間を計画年度と

する第３次吉川市男女共同参画基本計画について、計画

策定から５年を経過する平成28年度中に次のとおり計画

を見直します。 

 女性活躍推進計画の位置づけ  

 女性活躍推進法で策定を努力義務とされた市町村推

進計画について、従来の第３次吉川市男女共同参画基

本計画から関連する部分を抜き出して当市推進計画と

して位置づけ、「市が先頭に立って発信する男女共同参

画･女性活躍」について､内容の充実を図ります。 

 施策の充実、内容追加などの見直し  

・市民交流センターおあしすの男女共同参画推進セン

ターとしての機能強化 

・LGBT（同性愛者・両性愛者・性同一性障害者等。

セクシュアルマイノリティ）など性の多様性に関す

る啓発の推進 

・デートDV予防啓発、性暴力被害者支援体制の充実 

 …など 

 計画の進捗状況、計画の見直しに合わせた活動指標

の見直し  

【計画の閲覧先】  

 見直し後の計画は、公共施設に配置するほか、市ホー

ムページでも公開する予定です。 

GCW：私（吉川さん）は、平成27年４月に自

宅でエステサロンを起業しました。施術の間は、

お客様と二人の空間になりますので、起業に興

味を持たれたお客様とは、施術「兼」起業相談

のような形になることがあり、そこから起業さ

れるお客様が増えていきました。 

 こうした女性たちの力になりたいという思い

から、昨年８月にNPO法人を立ち上げました。

起業の支援等を通じ、仕事と家庭の両立や女性

の社会進出をサポートしていきたいと思ってい

ます。 

市長：素晴らしいですね。市内にこうしたNPO

法人が設立されたことは女性への支援に留まら

業が市内にもありますが､今後さらに増えてい

くことを願い､市男女共同参画基本計画※にも盛

り込みます。  

※ 詳細は右記参照 

GCW：男女共同参画の推進は、私たちのNPO法

人の設立趣旨でもあり、できることは何でもし

ていきたいです！ 

市長：現代社会は様々な状況を抱える多様な

人々により構成されており、「誰もが互いに多様

性を認め合う社会」は、まさに「男女共同参画

社会」だと思っています。 

そうした社会の実現は、たやすいものではあ

りません。行政だけでなく、市民の皆さんや団

体・企業の方々と共に取り組むという共動と、

目の前の課題をひとつひとつ解決していくとい

う継続性が重要だと考えています。 

 GCWさんをはじめ、オール吉川で、一歩ずつ、

前へ進んでいきたいですね。 

☜ 代表理事の吉川真由さん（写真右）は自宅サロンでネイ

ルなどの施術を、同会員の金澤美智子さん（写真左）はアー

トセラピストとして自宅で図工教室を開催されています。  

第３次吉川市男女共同参画基本計画  

の見直しを行います 

Basic plan  

多様性 
 を認め合う 

吉川市  
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お問合せ 吉川市 市民参加推進課 男女共同参画・文化交流担当 
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interview  市内の「多様な働き方実践企業」を紹介します（続き） 
 

中村病院・ケアリングよしかわ 

  育児休業取得の男性職員、第１号！  

▶中村病院・ケアリングよしかわ  総務部長  中村るり  さん  

 『子どもは社会で育てるもの』という理念を持っています。経営を考えると育児

休業等の対応は大変な面もありますが、職員と一緒に子育てをする気持ちで、精一

杯応援しようと思っています。今年、育児休業を取得する男性職員第１号が誕生し

ます。 

 

育児をすることで､我が子を守る緊張感や不安･喜びなどを夫婦で分かち合えればと

考え、半年間の育児休業を取らせて頂くことにしました。恵まれた環境であることに

感謝しつつ､復職後は､「今まで以上に頑張ろう！」と気持ちを引き締めています。 

 

吉野電化工業株式会社 

  理系の知識を生かし、研究職として活躍しています！  

▶総務部長  鈴木俊昭  さん  

当社では､仕事と家庭の両立できる環境づくりに取組んでおり、

正社員、パート社員の方が育児休業を取得し、職場に復帰してか

ら再び活躍していただいております。男性中心のイメージの強い

製造業ですが、女性社員の皆さんは会社に欠かせない存在となっ

ています。 

 

約10か月の育児休業をいただいた後、職場復帰しました。保

育園の送迎や行事に合わせて、勤務時間に配慮をしてもらって

います。子育てをしながら働くことは大変ですが、楽しく、や

りがいを感じます。女性の仲間にも諦めることなく挑戦してほ

しいと思います。  

 

社会福祉法人 コビーソシオ 
（認可保育園 コビープリスクールよしかわ、コビープリスクールよしかわステーション） 

  性別を問わず、自分らしさを発揮  

▶コビープリスクールよしかわ園長  三鍋明人  さん  

 女性の多い保育業界ですが、コビーのグループ園では男性もたく

さん活躍しています。各園に複数の男性保育士がおり、ダイナミッ

クな保育では中心となるなど、活躍しています。 

 子育て中の職員も多く、自身の子育て経験を仕事に活かしてもら

っています。パートの方はそれぞれに合わせたシフトを組むように

していますし、社員も休みを取りやすいように協力体制を整えるな

ど、チームワークを大切にしています。また、キャリアアップ体制もあり、様々な経験を積む中で保育士か

ら園長へとキャリアアップもできます。皆が自分らしく働けるので、やりがいにつながるのだと思います。 

 

 

ケアリングよしかわ 

リハビリテーション課  

針谷健二  さん  

 

研究開発部 中島徳子  さん  

 

吉 川 市 

 

 


